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第５章 河川の整備の実施に関する事項 
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（２）氾濫区域内の水害リスクの軽減 

計画高水位等を超える洪水による水害の発生に備えて、発生する水害の危険性（水害リスク）

について住民の理解向上に努めます。 

このため、洪水の挙動や流域に生じる浸水等の被害発生メカニズムをできる限り詳細に検討し、

流域における水害リスクを分析します。その後、関係機関と連携して流域全体の水害リスクに関し

て、住民が共有できるよう情報提供を行います。 

計画高水位等を超える洪水が発生した場合でも、被害を最小に抑えるために、二線堤や霞堤

等の既存の構造物を活用した氾濫被害の軽減策など、様々な水害リスク軽減策の検討を行いま

す。特に、低平地の越後平野を抱え水害常襲地帯である下流部では、分水路の掘削や遊水地

の確保等に努めてきた治水の歴史を踏まえ、平成 16 年 7 月、同 23 年 7 月を上回る豪雨に襲わ

れても壊滅的な被害を招くことのないよう、新たな治水対策の検討を行います。 

本川の水位を低下させる対策や、内水を貯留する施設等取り得る手段を全て講じた上で、外

水位の上昇による堤防決壊が起こる可能性があると判断される場合においては、堤防決壊を回

避するため、やむを得ず排水ポンプの運転調整を行うことが考えられます。このため、あらかじめ関

係機関と十分な議論を行い、運転調整の実施判断の考え方や、調整の実施方法について検討

を行います。そのうえで、住民に排水調整への理解を得られるよう、取り組みます。 

 

（３）水防、避難に資する適切な情報提供等 

河川管理者は自治体や流域住民に対する情報提供の改善や情報伝達手段の拡充を図るた

め、流域自治体に対して、洪水ハザードマップ作成の手引きに沿った洪水ハザードマップや「まる

ごとまちごとハザードマップ」の支援、リアルタイム氾濫シミュレーション、水位予測情報の提供を行

います。また、既存のレーダに比べて局所的な豪雨も観測可能な XRAIN（X バンド MP レーダネッ

トワーク）整備を推進し、水位予測の精度向上、降雨観測精度の向上を図ります。 

流域住民に対しては、インターネット・携帯電話による CCTV の画像配信や浸水想定区域図の

公表や、洪水ハザードマップの活用方法についての周知を行うとともに、より多くの人が情報を入

手できるよう、テレビ・ラジオ等のメディアや既存の地域ネットワーク、防災メール等の活用に向けた

取り組みを進めます。あわせて、洪水時の水位の危険度を分かりやすく表示した量水標を設置す

るなど、より分かりやすい情報の提供に取り組みます。なお、情報の発信にあたっては、子どもや

お年寄り、外国人の方などに対しても分かりやすいものになるよう努めます。 

さらに、浸水想定区域内の地下街等、要配慮者利用施設及び大規模工場等の所有者又は管

理者が、避難確保計画又は浸水防止計画の作成、訓練の実施、自衛水防組織の設置等をする

際に、技術的な助言や情報伝達訓練等による積極的な支援を行い、地域水防力の向上を図りま

す。 

 

（４）防災教育への支援 

地域の持つ課題を共有し、協働して地域防災力を向上させることは重要であり、流域内の各機

関により取り組まれている先進事例の共有等、平常時からの関係機関や市民団体等との緊密な

連携・情報共有に努めます。 

また、自助・共助・公助がバランスよく機能するために必要な流域住民が自らの安全を確保する

ための知識等を身につける取り組みの推進に努めます。 

特に、小中学生に対する命を守るための防災教育は、流域に住み続ける住民の生命を守るた

めにも重要であるため、積極的に支援します。 


